
資 本 剰 余 金 資 本 剰 余 金

無 償 譲 与 12¶618 ` ` 12¶618

施 設 費 1¶532¶176 496¶089
(20¶655)

` 2¶028¶265 固定資産の取得

補 助 金 等 1¶280¶398 ` ` 1¶280¶398

目 的 積 立 金 474¶202 ` ` 474¶202

損益外除売却差額相当額 � 366¶787 ` 95¶857 � 462¶645 固定資産の除却

計 2¶932¶607 496¶089 95¶857 3¶332¶838

損 益 外 減 価 償 却 累 計 額 � 4¶285¶452 � 554¶700 � 63¶003 � 4¶777¶149 固定資産の減価償却、除却

損 益 外 減 損 損 失 累 計 額 � 4¶108 ` ` � 4¶108

損 益 外 利 息 費 用 累 計 額 ` � 912 ` � 912

差 引 計 � 1¶356¶954 � 59¶523 32¶854 � 1¶449¶332

~ （ ）内は国立大学財務・経営センターからの受入相当額であります。
F̂ 積立金等の明細及び目的積立金の取崩しの明細
F̂`１ 積立金の明細

（単位：千円）

区 分 期 首 残 高 当 期 増 加 額 当 期 減 少 額 期 末 残 高 摘 要

準 用 通 則 法 第 44 条 第 １ 項 積 立 金 151¶478 194¶339 345¶817 ` （注１）

前 中 期 目 標 期 間 繰 越 積 立 金 ` 191¶279 ` 191¶279 （注２）

計 151¶478 385¶618 345¶817 191¶279

(注１) 当期増加額は前中期目標期間の最終年度の未処分利益であります。当期減少額は、前中期目標期間終了時における積立金の処分によって、繰越承認を受けて前中期目標期間繰越積立金へ振替え
た191¶279千円、及び、国庫に納付した154¶538千円によるものであります。

(注２) 当期増加額は、今中期目標期間に係る投資、自己収入等で取得した資産の未償却分等として繰越承認を受けたことによるものであります。
F̂`２ 目的積立金の取崩しの明細

該当事項がないため、記載を省略しております。
Ĝ 業務費及び一般管理費の明細

（単位：千円）

教育経費
消耗品費 142¶058

備品費 50¶889

印刷製本費 19¶635

水道光熱費 112¶267

旅費交通費 70¶134

通信運搬費 899

賃借料 12¶533

車両燃料費 46

福利厚生費 2¶237

保守費 12¶592

修繕費 75¶852

損害保険料 802

広告宣伝費 73

行事費 2¶630

諸会費 5¶111

会議費 2¶074

報酬・委託・手数料 100¶172

奨学費 140¶764

減価償却費 61¶981

貸倒損失 6¶382

雑費 189 819¶329
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